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新
居
浜
祭
礼
の
御み
ゆ
き幸
行
列伊予新居浜祭礼船御幸（昭和初期）
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Treasure casket of Niihama

例祭太鼓台行列の景（昭和初期）

　
「
新
居
浜
市
の
歴
史
」
に
は
、
江
戸
時
代
の
太
鼓
台
の

登
場
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
宮
神
社
に
残
る

古
文
書
に
よ
る
と
、
300
年
以
上
前
に
御
幸
（
※
１
）
の

並
び
順
が
定
め
ら
れ
、
だ
ん
じ
り
や
御
船
だ
ん
じ
り
が

行
列
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
、
現
在
の
川
西
地

区
を
構
成
す
る
、
新
居
浜
浦
と
金
子
村
の
御
幸
の
順
が

交
互
と
な
り
、
新
居
浜
浦
が
先
に
御
幸
を
行
う
年
に
、

船
御
幸
を
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

200
年
ほ
ど
前
に
太
鼓
台
が
登
場
し
、
御
幸
に
参
加
し

ま
す
。
太
鼓
台
は
豪
華
な
刺
し
ゅ
う
幕
で
飾
ら
れ
、
華

美
な
も
の
を
禁
じ
る
藩
の
規
制
に
か
か
わ
ら
ず
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
各
太
鼓
台
が
勢
い
を
競
い
、
太

鼓
の
音
と
掛
け
声
を
響
か
せ
、
勇
壮
な
祭
り
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
初
期
の
「
郷
土
研
究
」
に
よ
る
と
、
太
鼓
台
は

初
日
、
一
宮
神
社
の
例
祭
式
に
参
列
後
、
番
号
順
に
住

友
病
院
ま
で
行
列
。
２
日
目
の
神し

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
も
一
宮
神
社
に

集
合
後
、
高
須
（
※
２
）
か
ら
乗
船
す
る
「
船
御
幸
」、

新
居
神
社
前
、
女
学
校
、
久
保
田
八
幡
前
を
巡
り
、
夕
方
、

神し
ん
よ輿
の
宮
入
り
に
合
わ
せ
て
行
列
し
て
い
ま
す
。

※
１　

祭
礼
行
列
の
こ
と

※
２　

現
在
の
大
江
海
岸
付
近

「
新
居
浜
市
の
歴
史
」
発
売
中

【
発
売
場
所
】
市
史
編
さ
ん
室
・
市
役
所
売
店
・

あ
か
が
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子

▼
市
史
編
さ
ん
室
（
☎
65
‐
１
５
６
７
）

　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
新
居
浜
市
に
関
係
す
る
古
い

資
料
を
調
べ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
自
宅
に
も
古
い

写
真
や
文
書
な
ど
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


